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個別業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 28年６月14日に公表いたしました平成 29年３月期の個別業績予想と、実績値に差異が生じ

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 なお、本日発表の「平成 29年３月期 決算短信（連結）」には、個別の業績の記載は省略しております。 

 

記 

 

1. 平成 29年３月期の業績予想数値と実績値との差異 

（平成 28年４月 1日～平成 29年３月 31日） 

【個別】                               （単位：百万円、％） 

 
営業収入 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

5,250 

百万円 

△450 

百万円 

2,550 

円 銭 

232.89        

実績値（Ｂ） 5,615 △626 2,563 234.08  

増 減 額（Ｂ－Ａ） 365 △176 13 ―  

増 減 率  （％） 7.0 ― ― ― 

(ご参考)前期実績 

(平成 28年３月期) 
7,669       △678    △1,332 

  円 銭 

 △121.70 

 

2. 差異の理由 

 

 (1) 経常利益に差異を生じた主な理由は以下のとおりであります。 

① 当期も過年度に集中して開設したセンター拠点の初期投資コストの圧迫が持続し、センター事業全

体の営業総利益ベースにおいては、前期の赤字から黒字に転じましたものの、個別の多くの拠点にお

いて、黒字化までの期間が当初想定以上に長引いたことが基本的理由であります。 

② 予想と実績との差異を生じた具体的理由としては、センター事業の運営に係るコストの予算計上が

過小であったことと、労務費の削減及び経費の削減の管理が不十分であったことの両面に原因があり

ました。 
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③ 当初オンバランス計上を想定していなかった当期の新規開設センター事業拠点の２箇所について 

オンバランス化したことに伴い、リース料及び減価償却費が予想以上に増加いたしました。 

  ④ 吸収分割後の本社コストの削減が当初想定より時日を要したことに加え、会社組織体の変革に関す

る検討・調査のプロジェクトに係るアドバイザリー・フィーの発生等により、販管費が予想対比増加

いたしました。 

 

(2)当期純利益が、営業利益及び経常利益の下振れ幅に比べ予想対比僅差となったのは、当初業績予想の

段階で、吸収分割の対価による特別利益に係る諸経費負担等の見積りが過大であったためであります。 

 

以 上 

 

   

 

 

 

  

   


